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表著格ム
膨

合
格
最
低
点
は
低
下

現
役
組
と
女
子
の
増
加
目
立
つ

四
ヤ
〈
年
度
駄
都
人
学
入
試
の
合
格

者
発
表
が
、
十
七
日
か
ら
二
十
日
に
か

け
て
行
な
わ
れ
た
。
発
表
は
、
十
七
日

に
教
育
学
部
と
医
掌
邸
、
十
八
日
に
経

済
・
文
・
塾
の
三
掌
部
、
十
九
日
に

導
掌
鄙
と
法
学
部
、
二
十
日
に
理
学
部

と
工
学
部
が
そ
れ
ぞ
れ
行
な
わ
れ
、
各

学
部
に
掲
示
さ
れ
た
.

今
年
の
京
大
入
試
は
、
酢
年
に
引
続

い
て
、
若
†
緩
和
さ
れ
た
も
の
の
、
全

学
ロ
ノ
ク
ア
ウ
ト
体
制
と
、
制
・
私
服

警
官
の
警
戒
の
な
か
で
行
な
わ
れ
た

が
、
志
願
者
は
昨
年
よ
り
約
千
二
百
人

増
加
し
、
=
十
%
近
く
の
欠
席
者
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
実
質
倍
率
は
昨
年
よ
り

0
。
五
%
高
い

丁
○
倍
を
小
し
た
.

な
お
、
全
声
部
の
合
俗
者
の
一
覧
は
本

紙
倹
ヘ
ー
ノ
に
掲
載
し
た
。
(8
面
か

ら
12
面
へ
)

今
年
の
入
試
断
卜
資
料

(下
表
参

照
)
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
つ
に
、
曳
験

葺
の
壇
囎
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
問
題
の

難
度
の
高
さ
か
ら
.
へ
口栖
最
低
貞
は
膿

学
恥
を
除
い
て
低
ド
し
た

さ
ら
に
、

現
役
組
、
女
イ
な、
悟
蒔
の
眉
1
が
目
μ

っ
て
い
る
。

府
県

高
辰
明
合
ら
者

〔下
左
欄
参

照
)
を
見
る
と
、
巣
人
く
ノ
中
コ
の
一

昨
耳
以
外
は
駅
人
合
格
者
の
16

故
を

占
め
て
い
た
人
阪
、
牙
都

トハ剛
か
ら

合
格
名
が
一
様
に
減
少
し
て
㍗
体
の
+

薮
を
劃
っ
た
。
特
に
、
地
ル
研
都
か
ら

の
台
格
者
に
四
一
人
も
の
威
少
を
小
し

た
。
そ
し
て
、
遥
知
、
r
島
か
ら
の
合

格
者
が
百
人
を
越
え
た
の
を
初
め
、
醒

山
、
福
井
、
余
良
、
三
墓
、
岡
山
な
ど

か
ら
の
含
格
者
の
増
㎎
が
占
し
く
、
承

大
合
格
者
の
地
ゐ
へ
の
分
敢
化
傾
同
を

小し
て
い
る
。

ま
た
、
工
専

(丁
業
局
等
専
門
鉾

校
)
か
ら
の
合
格
者
が
、
昨
年
の
二
人

か
ら
十
一
人
に

一挙
に
増
加
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
産
字
協
同
路
線
の
最
も

員
徹
さ
れ
た
教
育
形
態
を
取
る
も
の
と

し
て
設
立
さ
れ
た
工
専
が
、
あ
ま
り
に

厳
重
な
学
生
鷺
理
支
配
体
制
、
学
牛
拓

硯
体
制
の
故
に
缶
校
と
も
四
人
に
一
人

の
〔自
⊥
)
違
学
者
を
出
す
と
い
う
倉

け
と
と
も
に
、
丁
専
教
育
体
制
の
微
産

を
小
す
も
の
で
あ
ろ
う

プ
ル
ノ
ゴ
ソ
教
育
秩
け
の
,ー
ポ
る

競
噴
と
分
断
が
罷
も
顛
再
に
、
彫

d費缶

に
貫
徹
し
て
霜
り
、
甲
位
制
風
と
と
も

に
、
ノ
ル
ノ
コ
ワ
教
青
秩
序
を
支
え
る

最
も
魁
要
な
環
で
あ
⇔
〃入
試
"
を
く

ぐ
り
抜
け
、
そ
の
競
争
に
"勝
利
"
し

た
新
入
生
が
一殿
的
に
一疎
外
」
と
抽

象
さ
れ
る
〃受
験
生
漬
"
を
終
え
て
い

か
な
る
問
題
意
識
を
持
り
て
入
字
し
て

く
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

合
格
発
表
に
続
い
て
、
新
入
生
に
対
す

す
る
身
体
検
査
が
、
二
十
し
日

(文
学

部
、
窪
宇
部
、
経
済
学
部
、
教
育
学

部

陸
学
郎
、
更
掌
部
、
農
学
部
)
、

二
』-九
日

(r
メ
部
、
碑
ギ
部
)
の
両

貝
の
午
削
中
に
行
な
わ
れ
る

こ
の
身

体
検
査
の
日
か
ら
、
例
什
ど
う
り
、
各

7
ー
ク
ル
が
新
入
生
に

〃
敵
し
い
勧

論
"
を
行
な
い
始
め
る
。

ま
た
、
新
入
生
へ
の
教
養
部
の
一般

履
習
指
導
は
四
月
八
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
。
人
学
式
は
十
二
日
、
授
業
開
始

は
十
三
日
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
各
学
部
の
オ
リ
エ
ン
!
ー
ン

コ
ン
は
例
年
よ
り
簡
略
に
行
な
わ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

吉
田
寮

熊
野
寮

入
寮
選
考
始
ま
る

完
全
自
主
管
理
獲
得
へ
蹉
団
交
も

射
人

ノ
ー
寮
の
占
田
寮

(策
寮

・
西

獅
)
、
熊
野
寮
て
は
、
46
鋒
度
新
入
生

に
君
h9
・O
富
、
寡
舞
、
入
買
t
る
が
野

目
.
会

曾

吾
員
へ
「)
の
月

嵐

に

よ

っ
て
、,手
も
仔
な
わ
れ
勾

占
田
寮
、
閥
野
寮
自
治
会
は
完
全
自

r
管
琿
獲
滑
に
同
け
、

一嚇
年
、
昨
耳

と
冶
八
官
1
の
白

選
弓
み
畿
徹
し
一

墨
た
が
、
〆
'

♪

κ
の

ー
5
疑
団

一交
漏

撃

る
ぞ

人
峯

あ

跨

新
入
生
麟
君
、
入
学
お
め
で
と
う
。

財
の
数
ほ
ど
も
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
大
学

の
申
か
ら
、
と
く
に
こ
の
た
び
は
当
人

学
を
お
選
び
く
だ
し
ゃ
う
て
、
ま
こ
と

に
お
あ
り
が
ζ
つ
コ
ざ
ん
す
。
国
際
石

油
資
本
の
横
暴
を
モ
ロ
に
受
け
て
、
万

事
譜
物
価
も
簡
う
な
る
ち
ゅ
う
の
に
、

本
学
は
培
業
糾
の
方
も
、
格
麦
に
サ
ー

ビ
ス
さ
せ
て
も
ろ
う
て
ま
す
さ
か
い
に

か
し
ら
ん
、
コ
擶
望
の
お
客
様
が
沢
山

ご
あ
っ
て
、
入
セ
試
験
な
ど
と
い
う
、

欺
購
と
犯
甲
の
ゼ
レ
r
ニ
イ
を
せ
な
〆

カ
ン
の

ぞ
の
セ
レ
一
ニ
イ
を
、
ま
あ

よ
う
く
ぐ
り
扱
け
て
果
ン
し
ゃ
っ
た
。

い
ろ
ん
な
地
乃
か
ら
ば
、
丈
ぢ
ょ
O

し
ゃ
ろ
う
U
う
て
、
「
ト
バ
に
も
ま

だ
馴
れ
ち
ょ
ら
ん
し
ゃ
ろ
う
思
う
て
、

鐸
イ
ば
捷
い
よ
っ
た
ソ
し
ゃ
が
の
う
、

こ
の
入
学
に
は
#
プ
ゲ
ェ
の
ん
彗
が
お

ら
れ
る
思
わ
れ
て
も
、
か
な
わ
ん
で
に

よ
オ
、
こ
こ
ら
で
ゾ
」
ー
ズ
ン
コ
さ
仁

う
へ
え
か
。
ワ
ハ
ゥ
ハ
、
ウ
ハ
ゥ
ハ
"

と
こ
ろ
で
、
い
き
な
り
琶
間
す
る
け

れ
ど
、
何
し
に
入
シ
し
て
来
た
の
り
お

祝
の
書
葉
に
こ
と
欠
い
て
「何
し
に
床

た
」
は
な
い
だ
ろ
う
っ
て
?
い
や
あ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
ち
ら
の
対
に
の
仕

方
も
、
考
え
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
か
ら

ね
、
た
だ
疫
鉢
と
何
の
目
的
意
識
も
卦

た
な
い
、
イ
イ
」
ナ
唖
ン
が
二
F
人
も

三
千
人
も
ソ
ロ
ノ
ロ
入
っ
て
来
て
、
L

ヶ
i
ノ
と
さ
れ
た
の
し
ゃ
、
こ
ち
h
の

身
が
も
た
な
い
か
ら
、
新
入
早
々
の
悪

ズ
レ
し
て
い
な
い
中
に
、
一
発
ト
ス
を

き
か
し
て
お
こ
う
と
い
う
わ
け
さ
。
さ

あ
、
何
し
に
来
た
。

え
、
勉
強
し
に
?

バ
カ
モ
ノ
"
ね

ぼ
け
た
こ
と
メ
カ
し
て
た
ら
、
お
ど
り

ゃ
そ
の
う
ち
に
血
イ
見
り
ど

勉
強
と

.・ス
タ
ー
ヘ
イ
ン
ゴ
ン
は
、
自
分
一
人

で
こ
っ
そ
り
す
る
も
ノ
し
ゃ
。
禧
で
も

溌
っ
て
出
息
し
て
来
い
.

え
、
そ
こ
の
お
下
げ
峻
の
お
犠
さ
ん

何
凸
っ
た
?

も
っ
と
人
き
な
声
で
、

は
っ
き
り
と
。
え
、
人
≠
が
そ
こ
に
あ

る
か
ら
?

ウ
ノ
シ
、
せ
い
ぜ
い
お
ヶ

ガ
の
な
い
よ
う
に
.
顛
落
の
詩
輿
を
国

費
出
版
さ
れ
る
時
に
は
、
一
恥
買
っ

て
も
遊
ぜ
ま
す
が
ね
。
自
殺
す
る
だ
け

は
、
お
"
め
に
な
っ
て
よ
ね
。
本
〆
は

風
几
明
姻
で
も
な
い
の
に
目
殺
の
右
所

な
の
で
そ
の
対
粟
の
郷
U
も
こ
し
ら
え

き

事

ρ%
%
ー

事

"

っ

A
弓
認
の
地
卜
令
℃
リ
ノ

ち
て
し
⊃

ー
も
あ
る
ぜ
。

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
、
ロ
ソ
で
な
い

の
が
、
ま
た
ノ
ロ
入
っ
て
又
や
が
っ

た
。
人
分
ノ
コ
7
に
ゃ
な
0
め
え
け
ど

よ
、
、
て
れ
を
ま
た
/
」
イ
て
も
ら
お

つ
な
ど
と
い
う
助
平
根
村
だ
か
ら

イ

ヤ
に
な
る
、
人
字
っ
て
所
は
な
r
、
中

戸
や
島
懐
と
ち
が
弓
て
、
譜
〆
れ
も
何

ン
に
も
構
っ
て
く
れ
ね
え
ん
だ
ぜ
。
局

校
ま
で
の
ん
ー
は

こ
つ
だ

と

い

切
って
、
教
え
て
く
れ
た
か
も
副
・
ね

=

で
ノ

/
と
い
や
、
〆
レ
♂
る

の
と

一
娼
な
の
よ
。
イ
γ
が
る
相
～
に

無
弾

入
押
押
し
込
む
か
、
イ
イ
ソ
イ
イ

ソ
、
卍
/
ト
叱
ー
ト
に
な
る
か
だ
け
の

相
蝿
で
さ
へ
教
し
-
え
ら
れ
た
り
教
え

た
り

ト
ノ
ト
ノ
ト
ノ
カ
ノ
リ
の
鴎
組

r
㌦
な

加
て
え
の
は
、
ト
メ
ィ
助
重
沙

ρ
な
の
よ
。
だ
か
ら
教
眈
は
ヤ
イ
ノ
」

ヶ
者
と
』
ば
れ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
同
し
鋳

甲
で

(教
え
)
-
を
生
座
し
ち
ゃ
っ
て

る
の
よ

イ
ゼ
ノ
ノ
イ
。
ま
る
で
種
馬

ね

ー

。
わ
れ
な
が
ら
自
己
嫌
悪

て
あ
り
ま
ぐ
の
で
ね
、
こ
こ
ノニ
へ
御

諭
れ
て
ね

え
、
そ
こ
の
い
が
く
り
道
の
紙
謎
く

ん
、
月
人
は
一
流
入
学
だ
か
ら
?

ハ

/
司
嘆
ロ
ー
。
ト
ソ
イ
て
こ
ま
さ
れ
ン

ど
。
ハ
な
や
ノ
ー
セ
ー
ノ
じ
ゃ
あ
る
め

え
し
、
一
流
だ
の
三
批
だ
の
と
格
左
を

つ
け
よ
う
と
い
う
、
そ
の
ケ
別
意
誠
が

気
に
く
わ
ん
。
二
'ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ー

レ
ム
へ
で
も
付
っ
て
、
ニ
グ
ロ
の
帽
ち

ゃ
ん
達
に
輪
姦
さ
れ
た
ら
、
ち
っ
た
～

目
が
噺
め
る
か
い
。
そ
れ
と
も
教
養
部

え
け
ど
よ
ー

人

の
.
/
、
`
尺
た

ロ
に
魂
蟹
改
9
に
も
、

「
こ
う
も
あ
る

が
、
あ
あ
も
あ
る

一と

＼
ノ
、
.
へ
い

な
が
ら
、
ぬ
か
し
や
が
る
の
よ
、
ど
ち

ら
が
本
・-
か
は
、
自
分
の
頭
で
訓
断
し

ン
き
ゃ
、
な
ノ
ね
え
の
よ
。
そ
れ
が
目

r
独
y
、
目
由
の
尊
重
っ
て
い
う
も
の

だ
と
よ
.
そ
こ
が
学
問
の

し
/
境
な

の
だ
と
よ
。

つ
い
で
に
も
う
.
つ
、
致
え
て
や
っ

か
.
教
肯
と
い
う
も
の
は

一
樋
の
コ
ン

ミ

一二
ヶ
イ
シ
3
ン
で
さ
、
Pワ

ミ
ニ

20日、工学部の合格者発表

ゴ
、

一

7
ノ
ト

健
イ
ワ
ー
で
も
使

っ
て
米
い
。
え
、
山
る
た
め
に
入
っ
て

来
た
?

そ
り
ゃ
そ
う
さ
な
、
人
≠
で

も
・
イ
レ
で
も
、

【
日
入
ら
な
き
ゃ
出

ら
れ
め
え
。
中
で
何
す
っ
か
は
ど
f
で

も
え
え
け
と
よ
ナ
。
そ
ん
な
ら
聞
く
け

ど

お
兼
は
入
れ
る
も
の
か
、
出
す
も

の
か
、
知

っ
て
っ
か
い
。
奥
様
力
な
ら

「
刀
ホ
泳
、
お
茶
で
も
入
れ
ま
し
ょ
」

と
仰
言
る
し
、
出
し
が
ら
の
茶
は
出
ね

え
っ
て

口う
だ
ろ
。
そ
こ
ン
所
が
わ
か

ら
ず
に
、
出
る
軋
人
る
も
ね
え
し
ゃ
ん

か
。
何
?

人
る
こ
と
は
同
時
に
出
る

こ
と
で
あ
る
9

よ
ノ
イ
ノ
。
よ
く
ぞ

H
本
の
人
戸
刷
展
を
見
倣
い
て
喝
駈
し

お
っ
た
。
・て
う
な
の
よ
。
入
っ
て
し
ま

え
ば

プ
ナ
マ
ウ
の
よ

勉
強
し
な
く
て

も
プ
チ
《
ワ
の
よ
。
、
抱
し
て
て
も
デ

↑
・
ワ
の
よ
.
イ
ヤ
、
ッ
づ
ン
わ
ノ
、

ワ
ノ
ン
、
ハ
ノ
カ
ノ
ノ
。
何
の
話
だ

っ

た

っ
け
。
そ
う
だ
、
そ
こ
の
、
ぎ
ょ
う

ざ
を
食
っ
て
来
た
、
コ
ム
ぞ
う
り
の
お

r

一イ
さ
ん
、
そ
れ
だ
け
ソ
カ
ー
テ
リ

、
世
話
メ
要
ら
な
い
。
出
る
た
め
に

へ
え
っ
て
来
た
ノ
な
ら
、
目
的
を
田
え

て
遼
ぜ
ま
っ
し
ょ
。
人
ヂ
の
単
位
な
ン

ざ
、
ソ
ー
ノ
カ
ス
ノ
〃
遥
し
ー
げ
て
直

ぜ
ヤ
ン
す
か
ら
、
ト
ノ
ト
と
早
え
と
こ

出
て
"
っ
て
お
く
ン
な
せ
え
。
ト
ノ
ト

と
ね
。

こ
れ
が
入
2
μ.の
,.ー
バ
な
ノ
だ
か

ろ
、
ち
っ
た
ズ
ね
む
け
ざ
ま
し
に
な
っ

た
か
。
何
?
グ
ヤ
ノ
イ
ー
?
て
め
え
な

ン
ぞ
に
、
口
悩
し
が
る
資
ノ
格
〆
に
ゃ

あ
、
ヒ
ノ
ク
リ
し
て
ノ
・
ノ
ク
リ
し
た

ら
、
タ
ン
ハ
ケ
リ
食
お
う
な
ど
と
、
余

十
な
こ
と
6
え
ず
に
、
さ

っ
さ
と
ノ
ィ

ン
ヘ
ン
し
て
ね
ろ
r
.
ソ
?

.ル
ー
、

だ
も
ン
ね
ー

。

 (教
養
邪
助
教
授
。
数
学
)

論
請
鋸
撃

交
に
お
い
て
は
「
入
梶
賢
を
決
疋
す
る

轟
隈
は
、
一弱
擾
委
員
会
が
行
使
す

る
隔
と
い
う
確
♂
身
を
勝
ち
取
り
.
今

}
瑛
新
入
響
煙
の
自
r
選
考
と
慮
弓
に
要

す
る
一切
の
費
用
の
当
局
負
担
を
認
め

さ
せ
る
事
と
な
っ
た
。

占
田
寮
、
熊
野
寮
に
お
け
る
闘
い
は

三
項
目
要
求
(無
条
件
即
時
増
豪
。
二

十
年
長
期
整
備
'
画
内
紙
撤
回
。
経
埋

全
面
公
開
)
を
掲
げ
て
、
69
葺
一
月
十

六
日
に
学
生
都
封
鎖
に
突
入
し
、
又
部

省
か
ら
の
負
担
区
分
通
達
、
○
○
人
字

学
漿
留
押
規
則

(○
留
規
)
の
攻
撃
の

中
に
あ
る
〈
受
益
者
負
担
の
原
則
〉
と

の
対
決
を
引
き
出
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

}

は
69
年
京
大
闘
拍
の
大
銀
発
へ
と
全
〆

化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

寮
闘
争
は
へ
,後
覆
得
し
た
,
入
退
登

罹
」
を
足
場
に
、
資
費
不
払
い
、
○
管

規
ー
以
人
≠
生
寄
宿
か
蜆
戸
撤
麗
の
闘

い
を
新
入
窃
頻
を
巻
き
込
み
つ
つ
歴
開

し
、
r
.全
目

管
理
を
織
得
ず
べ
く
籏

開
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
お
新
入
帯
生
の
募
鳳
は
・目田
饗
・

熊
野
寮
あ
わ
せ
て
約
一
三
〇
名
で
、
三

一

月
二
十
九
日
ま
で
呈
"
け
ら
れ
る
戸
疋

で
あ
る
.

北
海
道

(
二
h
人
)
札
幌
南
、
的
館
ラ

ノ
ー

μ
11
各
九

困
飼
中
品
1ー
二

魂τ
い
乏
劇

翻
別
、
釧
路
湖
陵
、
施

嘱
"π
、
長

ロ
ー1
各
「

青
森

(

人
)

ハ
戸
、
ハ
月
」
専
h
各

一
岩
幸
(ー
人
)
磯
同
第
一
11
怯

一
関

節
一

}
揖
」

水
沢
、
勘
岡
第

三
』
量

秋
田
(三
人
)
秋
田
、
木
u
、
入
館
鵬

略
11
各
三

宮
城

(四
人
)
仙
含
第
一
隠
三

仙
冒

第
ニ
ー-
一

山
形
(五
人
)
山
形
策
L

一
木
沢
輿

讃
館
、
鶴
岡
南
11
各
一

福
島

(七
人
)
福
島
、
自
河
目
各
二

喜
多
広
、
磐
顔
、
会
津
11
各
一

群
罵
〔八
人
)
前
橋
、
高
崎
11
各
三

群
馬
、
太
田
目
各
一

栃
木

(十
三
人
)
栃
木
"
五

宇
都

宮
、
足
利
11
各
三
、
大
田
原
、
茂
木

匪
各
[

茨
妓

(十
二
人
)
水
月
第
一
n
八

上

浦
第
}
"
三

水
海
道
11
一

千
葉

(十
二
人
)
干
菓
11
九

船
僑
11

一
二

興
葛
飾
11
[

埼
玉

(十
バ
人
)
熊
奇
11
十

浦
和
春

日
部
博
各
二

本
5
、
川
越
博
各

一

東
京

(九
三
人
)
畠
上
]
九

▽
川
11

六

両
国
、
≠
芸
人
付
11
行
五

山

11
四

小
血
川
、戸
山
、
教
脅
人
け
、

ー
野
、
新
宿
、
都
V
人
付
、
国
コ
、

背
山
、
井
草
ほ
各
三

開
成
、
人
泉

麻
向
、
干
紋
.
駒
場
、
日
垣
合
11
各

二

豊
」
、

明
法
、
お
奈
の
水
女

恥
罷
毎
髄
鞠
越

多
摩
、
九
段
、

鷺
呂
、

三
田
、

π

北
、
慶
応
志
木
、
明
邦
、
小
山
ロ
、

大
崎
、
教
育
大
封
駒
場
、
田
園
凋

帝
、
駒
場
菓
邦
、
北
園
、
武
威
、
目

神聾

堅
ー

し

艶

塚編
畑
誓
光壁

五
、

川
崎
、

横
浜
潔
風
、
横
浜
平

沼
、
横
砲
買
、
浅
野
、
新
城
11
合

一

新
鵜

(卜
四
人
)
新
鳴
目
八

十
日

町
、
新
発
田
、
柏
崎
、
長
岡
、
長
岡

r
尋
、
中
条
H
各

一

冨
山

(
四
一
人
)
高
岡
ほ
ト
八

言
山

中
鄙
11
ト
ニ

ず
r山
日
九

耐

八
尾
H
量

石
川

(
一石

人
)
金
沢
人
6
印
ト
八

▲

金
沢
泉
比
11
十

小
松
n
四

七
尾

"
三

金
沢
二
水
11
二

人
馴
寺
11

「

福
井

(四
七
人
)
陳
島
ー1
三
三

合

杁

[

ハ

式
生
-
四

勝
由門、
丹
生
、

敦
躍
、

二
国
p
西
一

長
野

(
三
一人
V
艮
野
ー
九

ー
d
l

し

朴
卒
泳
猷
ほ

ハ

諏
り
肩
峻
、

伊
肌
北
ー
臼

一
負
田
i
;

人
町

ー1
一

山
紮

(四
入
)
甲
府
第
}
1ー
二

甲
府

南
、
日
川
11
量

静
岡

(五
九
人
)
酵
岡
11
十
七

訊
松

北
、
清
水
東
11
各
十

浄
津
東
11
七

藤
枝
東
11
四

韮
山
、
掛
川
西
、

訂
⊥
目
各

一

伊
東
、
浜
払
西
、
東

海
一
、
磐
田
南
、
榛
原
11
各
一

岐
阜

(四
廿
人
)
鹸
阜
帥
三
ハ

斐
太

『

随
四

瞠
阜
北
11
三

人
畑
北
1ー
二

海
津
、
感
那
11
各

一

慶
知

(
一〇
六
人
)
旭
丘

11
四
四

明

和
n
十
四

東
融
11
九

時
首
鋸
樋

七

岡
崎
11
穴

瑞

曜
11
五

南
山
、

一
呂
11
各
三

刈
谷
、

横
須
貞
、

滝
、
名
出
屋
西
目
各
二

成
草
、
熱

田
、
松
蔭
、
西
尾
、
同
賜
、
尾
張
、

豊
田
工
専
吐
萱

"
三
重

(五
十
人
)
津
巳

三

四
目
巾

11
↑
四

伊
第
1ー
ハ

ー
野
ー
ム

鈴
配
工
嘩
⊥

滋
賀

(五
五
人
)
膳
所
叶
三

ハ

序
恨

翻
一.

最低点 1

552(603)
「

560(612)

546(610)

563(568)

570(622)

5工5(524)

490(477)

6ZO(6お)

486(49」9)

524(5bO)

560(576)

554(574)

513(523)

5了1(589)

500(522)

538(552)

496(518)

520(549)

520(512)

526(623)

545(649)

48b〔641)

517(5」8)

539(4909}

5)∪(593ア

48ら(477>

で
、
ノ

・
が
・
」

-
・
ノ
b
あ

そ
ん
な
こ
と
、
い
ま
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
の
か

ト

ノ
ー
、
勉
強
と
.・
ス
ヌ
ー

ヘ
イ
ノ
ヨ
ン
は
自
分

一人
で
こ
っ
そ
り

や
る
も
ノ
だ
と
醤
っ
た
貞
恵
が
、
こ
れ

で
ト
バ
.
と
わ
か

っ
た
か
。
わ
か
っ
た

ら
、
何
し
に
ノ
ユ
ノ
コ
入
'
し
て
来
た

の
か
、
も
う
い

っ
ペ
ン
は
っ
き
り
答
え

て
み
ろ
イ
.

え
、
何
?

そ
こ
の
目
つ
き
の
悪
い

ゴ
ー、ぞ
う
り
、
ぎ
ょ
う
ざ
食

っ
て
来
や

が
っ
た
な
.
お

.
ヂ
の
に
お

い
を
消

(鴛撫 歪昭 和46年 度 入 試 続 計
最高点

702(

704(

686(

6b8(

740(

696(

668(

736(

7αr(

6∂6(

679(

7αr(

602(

689(

649(

68b(

617(

629(

635(

665(

7ατ(

682(

662(

67D(

676(

746(

75D

755)

768)

673)

794)

773)

747)

783)

808)

747)

757)

808)

713)

759)

689)

768)

730)

723)

6(ゆ

7工7)

748)

777)

72D

669)

74P

808)

女 子
40(

ユ1(

3(

17(

ユ1(

46(

24(

8「

4〔

0(

0(

0(

0(

0(

0(

ユ(

1(

0(

0(

o(

0(

1(

0(

1(

0(

164(

33)

ユ5)

2)

ユ1)

7)

32ノ

助)

4)

2)

0)

0>

0)

0)

0)

0)

0)

0)

0)

ユ)

0)

0)

0)

0)

0)

0)

ユT)

浪 人
1ユ1(111)

ユ翫(174)

90(131)

31(30)

84(104)

22(29)

100(塑173)

61(59>

3b5(403)

研(64)

30(37)

20〔 お)

46〔44)

45(40)

21(20)

12〔21)

24(24♪

10(18)

16(19)

7(工o)

6(?)

26(1∠)

14(18)

14(20)

B(16)

1,0鴛(1,214

現 役

ユ10(

19(

ユ97(

58(

140(

40(

580(

63(

8Q(

1〔P(

ご2(

↓o(

12(

38〔

31(

60(

24(

1」(

1工(

14(

2b(

_6(

∠了(

1440(

9些い9D

1田(164)

89>＼
20)

ユ77)

51)

1∠8)

42)

542)

56)

83)

87)

3工)

a〕)

15)

29)

3D

22)

21)

lo)

1こ)

2δ)

22)

20)

24)

1,304)

更質価串
41(36)

32(30)

30(3ユ)

55(33>

27(24)

26(19)

32(22)

50(37)

24(19)

不 明

〃

4

〃

ノ

〃

ノ

ノ

ノ

〃

4

ノ

ノ

ノ
ノ

30(25)

合 格 者
205(

334(

200(

50(

281(

80(

300(

101(

940(

120(

重40(

120(

75(

go(

05(

50(

5」(

4,(

4り(

白し(

_u(

4u(

4」(

4∪(

40(

202)

338)

2∠O)

5ω

281)

80)

3D1)

101)

945>

120)

120)

120)

75)

go)

35)

5u)

55)

40)

40)

乙uナ

2ω

4」)

4」)

壕し)

4J)

24∩6(2只18)

 

撫

難

纐〃〃

ノ

ノ

〃

4

〃

〃

〃

4

ク

〃

4

4

〃

7イ49〔6rq)

志 願 者
1,015(

1,289(

7」4(

331(

940(

254(

1,117(

647(

2,7し工(

305(

369(

3δ」(

1し8(

415(

93(

LI(

1∠o(

91(

1B(

oり(

904)

1,272)

868)

200)

goo)

2(η)

800)

531)

2,213)

254、

286)

2ら7)

142>

291)

b9)

90,

馳)

78)

7う)

9り)

41(

レ(

き1(

王 斥(

n4(

90ρ1(7

しo

bし

1」)

L「 、

Lb)

8q5、

東
開
+

叢

北
、
看

市
、虎
姫
、
【

 島
島
11
各
二

石
山
膳
一

京
蝉
(
三
Q
八
人
)
淑
青
大
付
随
七

四

洛
星
11
六
六

瞳
峨
野
目
十
九

紫
野
11
十
八

洛
北
11
十
四

乙
訓

n
十
三

同
蕊
社
11
十
一

屈
川
、

桂
"
各
九

鴨
訴
11
弧

福
畑
山
昌

七

芽
雀
、
桃
山
、
塔
甫
、
山
城
、

洛
東
11
各
六

日
吉
ケ
丘
随
五

綾

部
11
四

東
舞
鶴
11
三

驚
岡
、
洛

南
、
呂
津
、
城
南
、
西
舞
鶴
11
各
二

大
合
、
峰
山
、
團
部
、
立
命
館
、
北

桑
田
、
須
剛
、
洛
協
工
11
各

一

大
阪

(四
し
六
人
)
北
野
11
一〇
二

天
王
サ
目
八
六

大
手
前
11
八
三

高
揮
11
三
八

教
青
大
付
ほ
三
四

褥
焙
三計籍
訓二亙

11
五

巾
圃
、
今
呂
.
岸
和
田
、
四

条
畷
11
各
四

桃
山
学
駈
、
尾
光
、

寝
座
川
11
各
三

明
」
、
池
田
目
各

二

布
兜
、
楠
水
合
、
興
塚
、
清
風

南
灘
、
春
日
丘
、
堺
∫
、
貴
面
、
徴

塚
、
都
島
ユ
、
タ
陽
ケ
丘
、
花
幽
、

大
阪
工
大
付
、
高
槻
、
入
阪
⊥
専
11

着

一
龍
野
、
レ
崎
北
n
各
七

艮
田
μ
六

柏

駄
目

h

自
陵
、
小
野
、
畳

岡
、
明
U
、
只
庫
11
各
四

関
西
字

院
、
=原

、
御
影
11
各
三

伊
丹
、

畷
峻
、
八
距
、
三
田
ン
園
、
略
尾
、

掲
夫
、
西
昌
束
、
姫
路
東
、
明
七
工

専
11
魯
二

伸
戸
女
学
駈
、
ド
琢
、

「
鈴
蘭
首
、
徐
山
鳳
喝
、
州
本
11
各

[

岡
山

(七

一
人
)
岡
山
棟
山
11
卜
四

岡
山
朝
日
目
十

総
冠
段
七

津
山

口
六
金
九
拷
園
、
倉
敷
爵
陵
11
各
五

西
人
寺
、
畠
架
、
人
々
寺
川
各
三

天
城
、
ト
野
甘
各
二

-
島
、
児

島
叶
葦

広
島

(百
人
)
修
道
旺
ニ
ヒ

ロ
島
学

院
11
↓
九

玖
島
人
付
且
ト
七

呉

一一津
田
11
十

一

広
島
人
付
福
山
ほ

十
優
山
減
之
館
冒
三

瓜
勘
塁
町
11

一三

玖
、
三
陳
、
国
泰
吾
、広
、福
山

、P
陽
、
福
山
r
業
、
尾
遵
北
、
輯
膏

、
冊
人
、
a
島
裕
実
11
各

一

賜
取

(二
一
人
)
米
～
巣
博
九

賄
取

西
博
七

小
頭
、
倉
占
東
11
合
二

一

境
、
鴨
取
榮
11
各
一

島
根

(
一四
人
)
杜
江
化
ほ
七

出
雲

ー1
」

札
d
爾
け
四

人
田

浜
田

悶
各

[
人
d
、
平
田
、
津
相
野
、

L
r
工
享
11
量

豪
良

(八
h
人
)
余
良
女
人
付
11
二
三

東
人
寺
学
園
け
十
六

奈
良
11
八

天
理
11
三

余
良
禽
央
、
上
田
、
五

「
条
、
跨

、
余
良
毒

豊

'和
誤
山

(
二
十
人
)
桐
は
11
十
一

日

曽

高
目
四

海
南
1ー
二

橋
本
、
新
昌

粉
河
11
董

。難

助
.塀蹴酵塾

+」

甲
ー1
卜
八

加
占
川
東
、
灘
"
各
十

。

幽
凸
u
+

淳
心
ン
㎞
目
九

一
徳
島
(
。
四
人
.
蛎
南
-

(カノコ内は昨年度)

 

校位上合 格 者
σ

エ
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8
J
d

甜
掬
2

斑
11

b
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7

12
渕

琵

14

6
6

戯

9

9
U

6
1
4
5

1
3

4
9

3

3
2

2
1

1

1
2

薬

2

2
3
9

1
1
0

1
0

3
1

0

2
2

3
3

0

2
2

医

2

2
2
3
2

6
4

3

1
1
1

2

2
3

0
2

0

0
5

ノ

理

9

10
B

5
8

8
6

6
5
3
2

4

3
3

3
1

5

2
3

済

8

7
6
3
1

8
8

3

6
2
4

4

1
2

1
2

1

3
0

経

1

法

15
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10

6
7
7
5

3
8

7
5

7

8
1

1
3

4

6
2

青

5

3
1
3

1
1
2

0

0
1
1

0
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⑫大阪敵大付(人 阪)
⑱藤 島(福 井)高 松(含 川)

⑮義国ケ藷1儲1

⑰修 遵(広 島)
⑱姫 路 西 供 庫)奈良女大付(承 良)
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定 評 あ る"新宿"の大学受験指導

午 前 部 国 立 理 科 系 綜 合 科 穴A組)

午 前部 国 立 理 科 系 綜 合 科.(B組)

選考試験により入学許可(A・B組)

午 前部 国 立 文 科 系 綜 合 科(C組)

午前 部 国 立 理 科 系 受 験 科(D組)

午前部 私 大 理 科 系 受 験 科(E組)

牛前部 私 大 文 科 系 三 科 目(F組)

午 後部 国 立 ・私 大理科 系受験 科(G組)

午 後部 国 立 ・私 大文科 系受験 科(H組)

午 後部 英 語 ・数 学 。国 語基礎 科

午 後部(嘗.° 世化。窪也勧 単 科

 

一

日

■

一

/り
つ

"

置

一
一

目
*選 考試験*

第1回

第2回

第3回

第4回

3月26日(金)

4月2日(金)

4月9日(金)

4月15日(木)
×申込順入学クラス〔CDEFGH}もあります

一 幽 一

中央線 大久保 駅前 ・山手線 新大久保駅3分

詳細集内書請求次第送呈

〒160東 京都新宿区百入町3-339

TEL東 京03(363)1771(へ)
○

曝冷房兜備の校害

、
'

一

P

6
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騨 擁 慧 一 、 く 酋 這

窮1513号 …

㌢.馳 「∀薦Ω

傷3胴B㎜ の 威霧ガ協㎡諾
傷

・ 撃玉

昭和46年(1971)3自22日 月 曜日

●

亡

●

`8〕 二騨

,

ロ

,

▼ ・

▼

口

㎜

開講4月14日

=

受大
験 学

タ
陽
丘
予
備
校

■第1本 科(畳 ・総合科)
全員涯考試験実聴

■第2本 科(夜 ・総合科)
串込順受付

■高校生教室(夕・単科制)
申込順受付

■通信添削科(通 信)
国・英・数各科入会随時

願書 受付 中

要項 〒共100円

〒543

大阪 市天 王寺 区堀越 町

6-3国 鉄天 王 寺駅

調ヒロよ り域ヒ東3007π

TEL大 阪(06)

77τ一4803。4452

・■■

0人)

翌

▽

目

(205人)

呈

§
人

以
上
八
〇
人

以
上
二
〇
五
人

o

＼ 、 ・ 、/

MCAl

N/'`

カ

最小のクラス定員で

最高の実績を誇る/

本 科 全 日 制 ・全 科 目

45年 度 合 格 者 実 績

。理系クラス ・文系クラス
・医進クラス(豊 中校のみ)

テ ス ト(英 語 ・数 学)

[一 次3月22日(月)二次3月2了 日(土)三次4月5日(月)]

高校生科 夕 刻 ・英 数 科

大 学 名 禽格者数 大 学 名 合格者数

東 京 大 、 ⑳ 皐 稲 田 大 2じ1

昊 護 美 畿 麗 応 大
順1志 社 大

110
694

突 震・需 突 16213工 立 叩 館 大閲 学 大 癬
神 百 大その池 一 期 校 147

254 撃の灌 私 棄
364
3邸

国公立一期校 計 1217 私 学 計 31留
国公立二期中聞絞計 460

テ ス ト(英 語 ・数 学)

4月3

要 項 発 売 中

日

送 料 共1駒 円

□土 佐 堀 校

〒550大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通2一 工2
電 呂妻06-441-0892

地下鉄3房 線肥後橋下車西へ5分

'ロ ア ベ ノ 校

〒543大 阪 市 天 王 寺 区南河 堀 町11⊥

電 語06-779-8δ61
国鉄天王寺駅下車アベノバイパス

南河堀町横

口豊 中 校

〒560豊 申 市 北 桜、塚1問4-24
寛 話068～56-1141

阪 急宝 塚線豊中駅下軍爾へ5分

,

人 文 ・社 会科 学書 ・自然 科学 書
ρ

ナ 力
o

ロ
_・ ン ヤ

京 都 大 学 正 門 前

店
写EL((π5)761-4121

就 職 出

!

ノ

内
酬

案
励

ご

蘇
の
醸

会明
謹
腕

0

H ■■■ ■■塵
■■■ 一

沖 電気 は エ レク トロニクス産 業の分 野 で飛 躍的発 展 を続 けてい る会 社で す。 下記 の とお り

就 職説 明 会 を開催 します。 友 人 お さそ い合 わせ の うえぜ ひ ご 出席 くだ さい。

日時

会場 纂鋼1摺 盟 麹 午前・・時より
大 阪市東 区分 橋5-23-1

大 阪富士 ビル 沖 電気 関西 支店

費06(203)3071

8 ヤ

●
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四
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八
日
、
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日

京
大
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大

・神
大
ク
ラ
ス
選

抜
テ
ス
ト
実
施
)

○

普

通

科

(昼
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夜

)文
理
学
力
別
(申
込
順
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)

創
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年

の
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統

と

実
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基礎力の練成から応用力の完成まで
「

レ国立 大学 受 験科=珂 工系コース・女科系コース

レ私 立大学 受 験 科;班 系コース・女科系コー阜

レ夜 間大学 受 験科=理 工系コース ・文科系コース

レ基礎学 力練 成科=英 語 ・数学・国語・理科・社会

=≡ 7月26日 一8月21目

レ 大 学 受 験 科=英 語・数学・国語 ・理科 ・社会

レ高 学3年 生 組=英 語・数学・国語 ・理科 ・社会

レ 嵩 校3年 生 組=英 諸 ・数学・国語 ・理科 ・社会

7月 から1月 まで毎月ユ凹実施(11・1月 は2回)

東京移千代田区内神田1-2-7(神 田橋交差点際)

国電二神田(西 口)5分 バス;神 田橋美土代町

地下鉄=大 手町 ・竹橋各5分TEL=292-0951
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↓
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口
新
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歓
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・
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理 系 総 合 受 験 科

尽人・櫛大 受験組(180名)

東大.阪 人 受験組(180名)

文 系 総 合 受 験 科

第一灰3月26日(受 付3月 ユ5日より3月24目 まで)

【入試】
第二・欠4月2日(受 付3月2r日 よわ3月31日 まで)

大道学園 少人致 ・徹底指導

神戸市 東灘 区御 影 岸本1557(阪 急 御 影下 嵐 徒 歩3分)
〒658TEL(078)85-0050・2913

胴開60朋 開 朋開mll■ 巳■■層lml國ll■ll9闘1■1■ 畳1■llll■01■lllll朋II■ll川 川 響川ll暫1川111川m川 川 川111il

「

5
あなた を海 外へ派遣
す る予定'です

年 商850億 この輝 か しい 実績 と若 さを原

動 力 として躍 進 を続 け る貿 易専 門商社 です

巣容[器 弐撒 原料 撚゚ カ゚ ン樽 の

海外支店[ll;幾灘 禦 勝

・愈 ・東 束 貿 易 難
本社/東 京都中央区日本橋兜町2・2iTEL(552)7211

採用関係遅絡先需総務部人事管理課

川 川ll川llllllllllll川 川 川111川 巳lll巳■川ll量 川 ■ll塵ml聾 ■瞳1闘 量1璽lllllll歴 二闘 闘 ■mlmlm開 朋 闘 開1■
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昭和四十六年度京大数学入試問題を顧みて

◎

理 ① 最上級の良問。(真の集力差を導き出せる)

文 ① 誉通程曳

文理② 共通問閤だが、良問といってよい。十分条件が難かしい。

理 ③
碧

文 ①と同し程度。 馬

文 ③ 基礎的平面幾何ながら、案外成積は悪い筈。

文理④ 回転体で理では平几。文では相当苦しい。

理 ⑤ 理 ④よりは少し面倒。ある程度差は出よう。

文 ⑤ 正射影の問題。硬々力が要るが良問である。
1

理 ⑥1表 現に庄意 を要する良問。ある程度差力咄 る。

文 ⑥i場 合分けの力を見る問題で、形はよく見掛るが一応良問。

永 井 康 孝
何よ りも人 きな特徴とし ぐ強調 してお きたいことは、x科 系の数2出 題の(見 掛けとは正反対 な)手 強 さてあ②

。これ 一君 しC理 科
牙の場合は例年通 りの水準で、支当の ㌔吾に痘 きよう。

さて文科系の出題内容てあるカ㌔ 曽題一題1・ついてはとく離 間 といったもの【規 当らないようだ爪 実際に解 拙 して見 ると(又

科系としては)な んとも丁強い障壁扁 っかっ趣 しになる.と の問題 もすきっとした解法覗 っから弘 いらい らした気分 に包まれ

ごしまう。　く各観的1一は、1番 、2番 のZ要 条11、四番の回転体、六番の場合分け等が平易 な対象で はあるが、それても四番等理科
,「としては 「几で も、又朴系のものから見 ると案外苫 ∫感 をもっているものである。また三番、五番の子面、杢間図形辱気分的に気押
とれる面力強い。

り⊥のよ ノな相乗作用の結果、成積のL限 は∫想外し低いのではないだろうか。恐 らく ユ50占のレヘル 重っX替 矛 としGM、,の も
のと響 ノ。多分100占 か現夫の合台の分岐・且・になり、この附近の出度は相当 なものだろ)と 想像される

。
この恥 一試 へ(お きたいのは・いっものことなか ら禰 鰯 とい うもの慨 んだ状態で述べ られ脇 なことである.解 くの 【よ、

「2醐 縫6題 ・であつ
・ 扮 の ミス も縮 れない聚迫 した状態暇 られている.そ れを批附 る何においで

、 ・ゆったりした場、て、「卜分時
間を掛け」、 「その1部 の問題」たけ解 いた結果、 「易しい」出題等と爵ってみた所で どれ程 の意味を認めればよいのか

。
と肋 く微 のX科 系出題は・その レへ・レか轍 とも極靴 振魏 しに樹 諮 れるもの とす れ臥 文科系志望の受験生 たるもの真に

「ζえるカ」 に徹す る以外 に途はない。

最後に酬 系出題はどうか・前述の通 り姑 以外に諜 覗 出せな恥 なかで も幡 、2番 あた りは面目躍如 といった珈 この辺て

+分 肋 っ 侶 て ある・あと3・ 幡 は全鉄問題 なし・ 旙 は図形柵 舷 ら手頃の問題で
、6番 はいっ鵬 一獺 の角。(、 。_。)

を日q確に把めばよい・理科系の合格圏瞭 繊 争の激 しい≠部ては・3・・肚 沖 位以下では11・轄 度(勿 編,1・ 蛸 妨 申分ない

と巴われる。

最後に要約 してお こうgい うまで もなく入

試の意義 は2つ ある。一っは直接的に受験者

の夷力判定そのものであり、ためされるより

は解 くこと自体 に喜びを覚えるものであって
の

欲 しい。それで こそ合格するもの、不合格の

苦杯 を味わ うもの、相共に全 力を塵 したスポ
ーノマンライクな浦足感のみ横溢する筈である

。
いま一つの側面は大 きくいって大≠ レベル

の指標 を指 し示すものでなければならない。

進挙 は平等な権利であると同時に、争問の遣

展 とい う至高の使命 を荷負 う若入達の苦難の

道程でもある。当妹ながら高校レベルか ら人

軍 レベルへの連続的飛躍 が待受けている。そ

の きび しい苦渋 に溝ちた道程を、温か く励 ま

しをこめて指 し照 らす慈光であって欲 しい。

以 上二つの鋭点から改めて京大の数≠入試

出題 を簡潔に批判 しておく。

私蝦 験鱒 の 醐 か覗 て偲 外の問題は一題 もな く、いつれ膳 段 か槻 しんで いるものばかりである.そ れていて ト分能 城
力見出せるといフ、妥ムの一譜 に痘 きるものである。'Lか ら敬意を表 してお きたい。
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近畿塾相談室よ り一
★私共は合格者そのものよりも不合格を出さないことに、進学の責

任を置いております。勿論理想は全員合格ですが、競争の激しさか
う、そこまでは至っておりません。が、一名でも不合格者を少くする

という努力、祈願をこれからも益々高めて行きたいと念じておりま
す。参考までにいままでの例を示しておきます。

★私共の去年一年聞の成果一それこそ捜業、模試を通 して血のにじ
み出るような線磨を積みました一 として、‡年度京大数学入試間題
の一題に対比して軸その類題を示す責料一去年の授乗 ・教材よリ抜

粋 一 を用意してあり家す。その全貌を確められた上でり一・刻も遮

かに来るべき一ケ年に憺えるべく乎手とした対棄を立てて下さい。.
院 きんずれば藺す」…・整進学帽談室をいますぐ判用されたい!

昭和44年度本塾生 京大合格者数と不合格者数

近 畿 塾 の 例
t在塾生i430名)

其の他一般他校の例
(在校生2000名)

4別4日 始 業

☆ 京 大 ア ドバ ンス ・ク ラス

このクラスより京大合格 者実績は、昨年311名 とい)驚 異的多数の入が合格 してい ま邦

この伝統 を受 け、我 が近畿塾では本年はア トバ ンス ・クフスのみを募集 しています。
9卿 欄 ●■.嗣 哺輔儒 噛"脚 柵 的 脚"・ ・h-"鱒 ・ 囲鱒榊 … 脚 ・ ●・圏 幅 鱒9鼎 一 一 憎"隔6鴨 ○ 一 一 〇●胤 榊",●r

20数年の伝統 と90%の 合格率を育っている近畿予爾校よりは過去数千人の.牙 大合格者を出すという全国最高の華々しいノち

績に輝きました。 「倉大ア ドバンス・クラス」は他校が真似ようとしても真似られない過去の合惰実績の上に立っ京大合格者
へのクラスです。一昨年の如く東大受験生が.京 大を受験するような異状な年度においぐも予想の160～170名 を抜き.示 人食

格者合計221名 でしたσそして昨年は311名 という驚異的多数の人か合格しぐいま鮎 「実績なきところ、栄冠なし」です。
この伝続を受け継いだ◎が我 の々近畿塾ですo

数

次

次

次

次

回

1

2

3

4

験試抜選

翰 噂● 鱒 嚇 闘剛 鰍 白 一 囲

鮪 幡 冒 嚇　 騨・い●静… ■・D膳哨 　 … 備 一 ひ9,鮒 榊 鱒,

選 抜 試 験 要 項
試 験 日

3月21日(日)

3月26目(全)

4月1日(木)

4月8日(不)

募集人員 理科クラス860名

試験科目

試験時問

英 謡

申込方法 ①受験桿
②写 其

合 格 発 表

3月25日 隼前ユ{聴

3月31日 午前1〔口寺

4月6日 午前1〔時

4月12日 午前1(噂

医科クラス320名

入塾手続

3月29目 まで

4月4日 まで

4月9日 まで

4月 ユ5日まで

文科クラス320名

"蝋.一 い鱒 喝M● … 、

募集人員

約40D

約4ρo

約40D

約300

震f1βoo名

数 戸(理科系クラス、文科系クラスにより問題を選択する。)国 鷹(現 代文古典乙魂 易な湊文を含む゜

気_。 。。

数 ド 国 謳

AMIO20～1200PMO30～150

800円

1葉

各200自 溝鄭

各回(1次一4λ)と も同一時間にて行)

③受験 申込書 にZ要 事項 を記 入の上提 出す ること。

以上 を試験前 日午 後4時 までに申込 み、受験票 を受取 ること。各 回(1次 一4次)と もその都度以 上3っ の

1続 をす る こと。●
'°.・ 「鱒吼"「}"rゆ 鯉 胴 俺 一 ・.岬欄7●鱒罵髄"● …鴨.圃

入学金 重5,000円 授業料50,000円 寮 、下宿斡旋 詳細は入学案内を講求して下 さい。(無 判)
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(〒602京 都 市 上京 区鳥 丸今 出 川甫TELω75、441-6681・6710

嶋
昌

'

●



i

ー

0

繭
国

,

■

■

'
7

月 躍日昭和46年(1971)3月22日

 

閥新藁
、

火粥常
ー

(第3種郵便吻認刀)第1513号G1}

【土

木
系
学

科
】

(燭
人
)

 

口

(945人)デ

 

R建
築

系
学

科
】

(90
人
)

呈き

人

 

【機
械

系
学

科
】

 

【金

属
系

学

科
】

 

(75
人
)

以
上
七
五
人

(珈
人
)

以
上
=
δ
人

【
情

報

工

学

科

】

【原
子
核
工
学
科
】

 

(20
人
)

 

以

ぎ
人

以
上
四
〇
人

【数
理
エ
学
科
】

 

以
上
四
〇
人

12

面

へ績

く

東京学院
学
験　

 

大
受

受験生諸君の御健闘を祈る薯器察皐共
糊 癬講ゼ

後輩知友へ御推薦を乞う

新学年開講4月22日
◇大学受験科(午 前、午後、夜間部)

国立受験科一国公立大丈系クラス

国立受験科一国公立大理系クラス

早慶受験科一私 大 政 経 法 女 系

理工受験科一私 大 理 工 医 久 系

◇理 社 単 科一 日世 地 政 物 化 生

特 設 ゼ ミー英 ・国 ・数1五B皿

◇公 開 模 試一年 間6回 施 行

電話 ・ハガキで案内書無料送呈

暖冷房完備
学割指定校入学生宿舎斡旋

101東 京都千代田区三崎町3-6-15
国電 。水道橋駅西ロ1分

03(261)7006TEL
O3(262)5976
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生 んだ多彩 な思想 ・文学 のエッセンス
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れ
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世
中
国
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。
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年
、
従
来
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比
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的
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と
な
⊃
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い
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各
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論
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甲
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。
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史
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ヶ
る
複
雑
で
苛
酷
な
歴
史
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現
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。
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人
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現
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国
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の
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あ
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へ
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。
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…
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難
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者
の
支
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こ
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が
う
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1

曾午前邪各料入学には 選叛賦験があります。
(4回 あり)

第1回=3月20日(⊥)第2回=3月28日(日)
第o回 二4月4日(日)第4回;4月11日(日)

9午 後部の各科は無試験入学申込順に定員迄受付ます

(徽 法入)武 蔵 高 等 予 備 枚

(人塚野㌧分吐)策ノJ島下訂)輔{ll7瓢 謡 認 人募機 3

}
[

定 評 あ る 大 学 進 学 指 導

ー

.

.ヒ
、

開 講 一4月10日
◎願書受付=3月1日 一4月6日 迄 ◎入試=3月22日 ・28日/4月2日 ・7Fi

◎設置クラス昌午前部=理 科系 ・文科系 ・私立法文系 午後部=午 前部 と同じ

◎詳 細規 則 書(切 手30円封入のこと)
・ 東京都新宿区市ケ谷左内町29(国 電市ケ谷駅)汗lb2TLL(269)190b・ 醐

 

F

後進諸君への御推薦を乞 う合格 お めて とう

麟 早.蒲側 薩 ナツL
71新 学年 ◇ 大学 受 験科 午前部・午後部・夜間部

国立大学法文系・理工系 私立大学法文系 ・理工系

4月22日 開 講 医歯薬大系 進゚物 略 弱備 強 特別クラス

受付中一

(申込順クラス ・選抜試験 クラス)

※給費生(授 業料免除他)試 験4月1日

※選按クラス選抜試験日(い つれで受験 も可)

3・9/3・16/3・19/&・23/3・30/4・6/4。13

受理想 と勝 利の塔 ・ 輝や く本 歓 小

し 賢(男 ・ケ)帽 ・了コ4戦 、.し 緩 冷膨 ・目習i
・全室個 室の 第二勇子 寮増 築

ハガ キ ・デ ンワ請 求で案 内搬 選 愚一

束 牙{都新 宿区 早佃田 鶴巻町437【 〒No162】
「rLL東 勾く03(202)8186({ざ 表)

国 電 筒゚田 馬場 よ り早大正 門行バス 終 改

地 下鉄 ・東西線(中 野～ 西船橋)早 稲 田下車
o

　
二
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■

第1513号 (第3種郵便物認可) 寓 旛宿1肉 秦 豪7予 」陽蹴
昭和46年(1971)3月22日 月 躍日 G2}

' 、

50年 の伝 統 ど成 果 に輝 く駿 台高等 予備 校 が京都`、姉 妹校 を開 校_

,

開 講

4月24臼

}b
}Fr、 ウF 鍵

・'^'七

史rr
モ

蓑繋欝鑛 鰹 懸 ・叢 総 纏霧綜馨番警

縫駿試験粥 驚 鯵 麟 甦鐙受験 彰鷺嚢畿殉 蝋

'第1蹴 鋼 塗嬢 箋琴撰 魏2紹'

箏蹴 嬬 馨礁 継 鰍 解 穣,'

議騨 輔 鶏 綴 麟 購 舞 綴 議'雛 ℃.

醸 囎 襲 灘 灘織 ・灘 鐵 糞難雛 鎌 騨 難
護蹴 繍、灘 ,糠ll。霧蒙欝 蕪 ≡,

{

、}

轟暴問離綜脊黍譲ご轟燦糊警耕
7'「'嬬

羅 無 試 繋 購 饗 鞭 、

、 。 、 一 灘 野丁 .レ

雛妻 ・詳纏 薄 翻 継 蕪轟 罵
驚 鰭 … 畠… 灘 ←ξ締 … 欝 欝難霧毒一 講 一…漿灘 蹴

雛 錨 鞭 鋤 ≡・一,霧難 撚 灘 灘 難 ・繋灘 ≡ く

、}

〒602京 都市上京区堀川通 り丸太町下ル

TEL京 都075(84D1108

■ ■

口 ■

4月16日願 書締 切

学院長 平 沢 興 講::憂3盤 晟うラス●
■ 能力 別 の ク ラ ス編 成(午 前 、午 后 、夜)■ 全 授 業 外人 講 師(基 礎 ク ラス の ぞ く)
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36
時

京都イングリッシゴセンター
お 間合せ は

下 京 区 四 条 鳥 丸 西 ・住 友 生 命 ビ ル8階TEL221-2251(代!

日 案内書 二郵送料 とも200円(切 手可ノ

京
都
予
備
校

新
学
年
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四
月
十
七
日
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京
大
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次

冷 暖 房 完 備 新 校 舎

京都市左京区岡崎徳成町5

詳細は上記に入学要項を請求 して下 さい。

入寮・下循あっせん 希望者は早期申込みを更す

郵便番号606電 話075(77D6141・6142・6143
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一一詳細は要項を請求 して下さい一 一




